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【調査結果の利用上の注意】 

・数表、図表、文中に示すＮ、ｎは、回答率算出上の標本数である。 

Ｎ＝標本全数、ｎ＝該当数（その質問を回答しなくてよい人を除いた数） 

・数表、図表に示す選択肢はスペースの関係で文言を短縮して表記している場合がある。 

・回答率（％）は小数点以下第二位を四捨五入しており、合計は 100％にならない場合がある。 

・複数回答の設問では、各選択肢の回答率の合計が 100％を超える場合がある。 

・数値の差異に関する説明は、統計学的分析に基づき明確な差異がある場合に限り言及している。 

・前回調査は、平成２８（2016）年に実施したものである。 
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１ 概要 

１ 概要 

 

（１）目的 

福岡県における青少年と保護者の意識と行動を調査し、青少年健全育成のための総合計画策定の基礎

資料とすることを目的として実施した。 

 

（２）調査方法 

調査の種類 方法 

Ａ．小・中・高校生調査 

学校を介して調査票を配布・回収 Ｂ．大学生調査 

Ｃ．小・中・高校生保護者調査 

 

（３）調査期間 

令和２（2020）年９月～１１月 

 

（４）対象者属性 

調査の種類 対象 有効回収数（有効回収率） 

Ａ．小・中・高校生調査 県内小学校（6 年生）、中学校（2 年

生）、高等学校（2 年生）に在籍す

る男女個人、各 1,200 名 

小学校：1,168 サンプル（97.3％） 

中学校：1,144 サンプル（95.3％） 

高 校：1,160 サンプル（96.7％） 

Ｂ．大学生調査 県内大学に在籍する大学2年生の男

女個人 1,200 名 
1,057 サンプル（88.1％） 

Ｃ．小・中・高校生保護者調査 県内に在住する小学校（6 年生）、

中学校（2 年生）、高等学校（2 年

生）の保護者男女個人、各 1,200 名 

小学校：1,144 サンプル（95.3％） 

中学校：1,112 サンプル（92.7％） 

高 校：1,149 サンプル（95.8％） 

 

（５）今回の調査項目の作成方針 

・ 調査結果の経年変化を把握する必要から、基本的に前回調査の設問を活かした。 

・ インターネットに係る設問は、より実態にあった用語に変更した。 

・ 新たに多様な性に関する設問などを追加した。 

 

（６）調査主体と実施機関 

調査主体：福岡県人づくり・県民生活部私学振興・青少年育成局政策課 

調査実施機関：公益財団法人 九州経済調査協会 

 

（７）調査結果の分析者 

福岡教育大学大学院 教授 小泉 令三 
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２ 調査結果  

 
 

（１）ふだんの生活について 

①学校が休みの日にすること 

 

 

 

 

 

 

②将来の夢や目標の有無 

 

 

 

 

 

  

 ̧ インターネット利用やメールのやりとりは、前回調査と比べ小・中・高校生すべてで増加しており、

特に小学生は前回調査と比較して 19.0 ポイント増加している。 

 ̧ 小学生で「友達と自分の家や友達の家で遊ぶ」が前回調査と比べて、10 ポイント以上減少。 

 ̧ 「はっきり決めている」は中学生が最も少なく約２割であり、高校生、大学生は２割台半ば、最も多

い小学生は約３割となっている。 

 ̧ 前回調査と比較すると、小学生から大学生まですべてで「まだ決めていない」がやや増加している。 
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【将来の夢や目標の有無と海外志向（海外留学や海外で仕事をすること）との関係】 

 
 

 

 【将来の夢や目標の有無と地域行事への参加状況との関係】 
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 ̧ 将来の夢や目標の有無と海外志向（海外留学や海外で仕事をすることへの意向）との関係について

は、小学生と中学生において相関がみられ、夢や目標を決めている人ほど、海外志向が強い傾向に

ある。 

 ̧ 将来の夢や目標の有無と地域行事への参加状況との関係については、中学生において相関がみられ、

夢や目標を決めている人ほど、地元のお祭りやスポーツ・レクリエーションに参加している。 
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（２）学校生活について 

 

 
 

 

 

 

 

【クラスの雰囲気についての満足度】 

 

 

【成績についての満足度】 
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 ̧ クラスの雰囲気については、小･中･高校生のすべてで、８割以上が満足している。 

 ̧ 自分の成績については、小学生では７割弱が満足している一方で、中学生と高校生では約６割が満
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保護者よりも不満足の割合が高くなっている。特に中学生保護者では半数以上が満足していない。 
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（３）将来の職業生活について 

 

 

  

 

 

（４）多様な性について 

 

 
 

 

 

 

【LGBT（性的少数者を表す総称の一つ）の認知状況】 

  

 ̧ 前回調査と比較すると、高校生、大学生ともにその時々で有利な会社で働くことや、仕事よりも趣

味や自分の生活を優先させることを希望する割合が増加傾向にある。高校生では、仕事ができるか

どうかで給料や地位（役職）が決まる会社で働くことを希望する割合も増加傾向にある。 

 ̧ ＬＧＢＴ（性的少数者を表す総称の一つ）の言葉と意味の両方を知っている者は、小学生で１割台

半ばと低く、年齢が上がるにつれて多くなり、高校生、大学生では 6 割を超えている。 

 ̧ 保護者は高校生、大学生とほぼ同水準で、６割弱～６割台半ばが意味まで理解している。 

 ̧ すべての層で、聞いたことはあるが詳しくは知らない者の割合は２割台となっている。 
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（５）地域社会とのかかわりについて 

① 近所の人にあいさつをするか 

 

 
 

 

② 地元のお祭りやスポーツ・レクリエーションに参加するか 
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 ̧ 『実行率』は、年齢が上がるほど低くなる傾向にある。 

 ̧ 前回調査と比較すると、『実行率』は小学生、中学生で減少傾向がみられた。 
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（６）友達とのコミュニケーションとインターネットの利用について 

① 友達とコミュニケーションをとる方法として最も気持ちが楽な方法 

 

 

 

 

 

 

② 自分専用のスマートフォン（携帯電話）の所有状況 

 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

  

 ̧ 小・中・高校生、大学生のすべてで直接会って話をするという回答が大半を占めているが、前回調査

と比較すると、小学生で直接会って話をするという回答が大幅に減少し、メールやＬＩＮＥをする

という回答が増加している。 

 ̧ 小学生で４割台半ば、中学生で７割強、高校生で９割以上が所有している。 

 ̧ 前回調査と比較すると、自分専用のスマートフォン（携帯電話）の所有率は小・中・高校生すべてで

増加している。 
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③ 平日の学校以外でのインターネット（メールのやりとりを含む）利用時間 

 

 

 

 

 

④ 学校以外でのインターネット利用状況 

 

 

 
 
 

 ̧ 小学生では、ホームページやブログ、ＹouＴube などの閲覧が最も多く、中学生と高校生ではメー

ルやＬＩＮＥなどの利用が最も多い。 

 ̧ 前回調査と比較すると、ＬＩＮＥ以外のＳＮＳやオンラインゲームの利用が増加している。 

 ̧ 平日に３時間以上利用している者が小・中・高校生で３割以上となっており、前回調査と比較する

と平均利用時間は増加傾向がみられる。 

 ̧ 大学生も平均利用時間は増加しており、４時間を超えている。 
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⑤ インターネットを利用するようになってから変化したこと 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

⑥ スマートフォン（携帯電話）のフィルタリング使用状況 
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 ̧ 「増えたり、広がったりした」回答が多いのは、小・中・高校生すべてで「生活の楽しさ・面白さ」、

中学生、高校生で「友達とのコミュニケーション」、高校生で「新しい知人を得る機会」。 

 ̧ 「減ったり、狭まったりした」回答が多いのは、「睡眠時間」、「読書時間」、「学習時間」で、年齢が

上がるほどその傾向が強くなっている。 

 ̧ 小・中・高校生ともに「使用している」が最も多いが、「使用していない」と「わからない」を合わ

せると、「使用している」を上回る。 
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（７）国際化について 

 

 
 

 

 

【海外留学や海外で仕事をしたいと思うか】 

【子どもが海外留学や海外で仕事をすることについての意識】 

 

【海外留学や海外で仕事をしたいと思わない理由】 

 ̧ 海外留学や海外で仕事をすることへの意向があるのは、小学生、中学生で２割台半ば、高校生、大

学生で３割台となっている。 

 ̧ 保護者の７割以上が、子どもが海外に出ることに賛成している結果とはギャップがある。 

 ̧ 海外留学や海外で仕事をしたいと思わない理由は、語学の自信のなさが最も多い。 
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（８）規範意識について 

 
 

 

 

【小・中・高校生および大学生が『悪くない』と思う行為】 

 

 

【小・中・高校生および大学生が『悪くない』と思う行為】 

  

 

【子どもと保護者間の『悪くない』と思う行為の比較】 
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 ̧ 多くの項目で、年齢が上がるにつれて『悪くない』の割合が増加傾向にある。 

 ̧ 前回調査と比較すると、学校のずる休みやゲームサイトなどで知り合った人との交際については、

『悪くない』の割合が増加している。一方、その他の項目では、『悪くない』は横ばいまたは減少

傾向にある。 

 ̧ 子どもと保護者を比較すると、深夜の外出、インターネットのアダルトサイトや出会い系サイトの

利用、ゲームサイトなどで知り合った人との交際などでは、保護者より子どもの方が『悪くない』

という回答が多い傾向にある。 
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（９）子どもと話す頻度と他項目との関係（保護者調査限定） 

 

 

 

 
 
 
 
 

【子どもと話す頻度と地域行事への参加との関係】 

 

【子どもと話す頻度とスマートフォン（携帯電話）のフィルタリングとの関係】 

 

（１０）青少年の健全育成のために必要なこと（保護者調査限定） 

 
 
 
 
 

  

 ̧ 小学生保護者では、子どもとよく話をする保護者ほど、地元のお祭りやスポーツ・レクリエーショ

ンに参加している傾向がみられ、一定の相関関係がみられる。 

 ̧ 中学生保護者では、子どもとよく話をする保護者ほど、スマートフォン（携帯電話）のフィルタリ

ングを使用している傾向がみられ、一定の相関関係がみられる。 

 ̧ いずれの保護者とも、「家庭でのしつけや教育の充実」が最も多い。 

 ̧ 次いで、小学生保護者、中学生保護者では「学校での道徳教育や生徒指導の充実」、高校生保護者で

は「就学援助など、子どもの貧困に対する取組の促進」となっている。 
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３    まとめ 

 
 

● 学校・家庭・地域社会での生活について 

 日頃の生活態度や身辺自立について、特筆すべき大きな変化はみられない。学校生活の中心であるク

ラスの雰囲気について、小学生～高校生で８割が満足していた。自分の成績について、小学生では満足

率が７割弱であるが、中学生と高校生では逆に不満足率が６割となっていた。保護者については、中学

生保護者の半数以上が満足していなかった。 

 子どもの規範意識は全般的に厳格化の傾向にあるが、学校のずる休みや性に関する行動については逆

に緩くなる傾向がみられ、年齢が上がるほどその傾向は強くなっていた。また、夜間外出や性に関する

行動については、保護者より子どもの方が「悪くない」とする回答が大幅に多かった。子どもと保護者

の間のこうした意識の違いは注目すべき点である。 

子どもの地域社会での生活については、近所の人への挨拶は小学生～大学生で約８割実施しているが、

年齢とともに実施率が低くなっていた。青少年の健全育成に必要なのは、家庭でのしつけや教育という

認識がどの年齢層の保護者でも最多であった。子どもとよく話す保護者ほど、小学生では保護者自身の

地域行事への参加度が高く、中学生では携帯電話のフィルタリング使用の割合が高くなっていた。子ど

もとの会話と関連のある保護者の行動は、年齢段階によって異なっていた。 

● インターネット利用について 

 インターネット利用やメール・ＬＩＮＥのやりとりは、小学生～大学生すべてで増加していた。イン

ターネット利用により友達との交流や生活を楽しむ機会が増え、高校生では新しい知人を得る機会が増

えていた。また、自作物の発表の機会が増えたという回答は、小学生～大学生で年齢が上がるほど増え、

発信者としての経験が増える傾向がみられた。一方で睡眠、読書、学習の時間が減っており、年齢が上

がるほどその傾向が強くなっていた。生活面の自己管理能力が求められる。 

ただし、今回の調査結果には、経年変化に加えコロナ禍の影響が加わっている可能性に注意する必要

がある。例えば、インターネット利用は自粛の影響で増加した面がある一方、他項目では、中止や自粛

されたものが多いと考えられる地域行事等への参加が、小学生、中学生で減少傾向がみられた。 

通信環境に関しては、自分専用の携帯電話の所有率が小学生で４割台半ば、中学生で７割強、高校生

で９割台後半となっていた。ただし、セキュリティに関して、携帯電話のフィルタリング使用率は５割

以下となっていた。パソコン、タブレット、ゲーム機を含めて留意すべき事項である。 

● 多様な性について 

ＬＧＢＴ（性的少数者を表す総称の一つ）の認知度は年齢が上がるにつれて高くなっていたが、詳し

くは知らないという回答が小学生～大学生のすべてで２割ほどあった。保護者については、小学生～高

校生のすべてで言葉と意味の両方を知っている割合が６割前後であった。また、からかいや笑いの対象

にしないなどの人権尊重の環境が重要であるとの回答が、保護者も含めてどの校種でも最多であった。 

● 将来への志向性について 

将来の職業や目標を未定の者の割合が、前回調査に比べ小学生～大学生すべてで増加していた。高校

生では、前回調査に比べ終身雇用や年功序列を重視する傾向が薄れ、また大学生を含めて趣味や自分の

生活優先の傾向が強まっていた。将来の夢や明確な目標をもつ者ほど、地元行事への参加が多い傾向が

中学生でみられ、また海外留学や海外での仕事への志向性が高い傾向が小学生、中学生でみられた。 

● 国際化について 

 海外留学や海外での仕事の希望者は全年齢で４分の１以上おり、特に高校生、大学生では４割に迫っ

ている。希望しない理由は、語学の自信不足が最多である。保護者は７割以上が賛成していた。 
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